
Kochi 森の県民座談会の結果報告について

開催概要

■日程・会場

幡多地区 日時：10/1（日）13:30～16:00

場所：土佐西南大規模公園ふるさと総合センター（黒潮町）

安芸地区 日時：10/14（土）13:30～16:00

場所：田野町ふれあいセンター

■参加人数

幡多地区 37名

安芸地区 39名

■当日タイムスケジュール

13:30～【第一部】挨拶・県からの森林環境税の説明、市町村から森林環境譲与税の説明

14:00～【第二部】優良事例の紹介（森林環境税の活用事例等）

14:45～【第三部】意見交換会（グループ討議）

15:45～ プレゼンテーション（グループ討議のまとめ）

■第一部市町村発表者（森林環境譲与税の活用事例）

幡多地区 四万十市農林水産課 池田主幹

安芸地区 安芸市農林課 岡田係長

■第二部 県民代表者

幡 多 地 区

氏名 所属 テーマ 備考

宮崎 聖 シマントモリモリ団

（団長）

ボランティア

森林環境学習

幡多地域で活躍する森林ボランティア団体。自伐型林業

を実践し、収入と環境の保全を両立させる林業に取り組

んでいる。

今村 英治 四万十川森林ふれあ

い推進センター

森林環境学習 四万十川流域の国有林野を中心として、NPO 等が行う自

然再生、生物多様性の保全等の活動や教育関係者が行う

森林環境教育等に対する技術的指導等に取り組んでい

る。

橋村 陽介 宿毛地区猟友会

（事務局長）

鳥獣対策 鳥獣対策専門員として、宿毛・三崎・三原・大月地区の

鳥獣対策に取り組んでいる。また、県の「わな猟体験ツ

アー」講師を務める等、狩猟の担い手確保にも尽力して

いる。

濱中 伸也 濱中建築、組子細工ア

ーティスト

木材利用

森林環境学習

濱中建築の 2代目として大工仕事をする傍ら

組子細工アーティストとして作品制作を行う。令和 3

年度「土佐の匠」認定。

資料４



■第三部 意見交換会

１.４つのテーマに参加者を振り分け（自分が興味のあるテーマを選んでもらう）

・山を守るため

・山に興味を持ってもらうため

・山の資源を使って暮らしを豊かにするため

・山に人が住むには

２．グループトーク

（１）自己紹介

（２）森林環境税を知っていたか

（３）森林環境税のイメージ

（４）なぜこのテーマを選んだか

について二人一組で意見交換→グループ内で発表

（５）テーマに沿った「森林環境税の使い道のアイデア」についてグループ全体で意見交換

※別紙参照

３．各グループごとに発表

４．講評

・教育や情報発信に関するウエイトが高かった。

・山や森に対する関心や魅力を高めるための情報発信の方法に課題がある。

・子どもたちを対象としたワークショップの開催（小学校～高校生）があってもよいのでは

ないか。

・人と人が集まって、自由に意見を出し合う機会は大事。

安 芸 地 区

氏名 所属 テーマ 備考

中山 斉 四十寺山・桜美人の会

副会長

ボランティア 室戸市四十寺山において、室戸桜の植樹・育樹活動や

植物ガイドの養成等に取り組んでいる。

小松 博 馬路村村会議員、元鳥

獣保護管理員、元馬路

村森林組合長

鳥獣対策 狩猟の取り締まり、鳥獣保護区の管理、鳥獣の生息状

況に関する調査など、鳥獣に関する助言・指導などの

取組を行う。

川田 米實 児童発達支援センター

ぷらうらんど理事長

森林環境学習 高知県の発達障害児の療育を支援するなど、誰もが

安心して子育てできる仕組みづくりに取り組んでい

る。

清岡 博之 魚梁瀬森林鉄道保存会

村の案内人クラブ会長

普及・啓発 魚梁瀬森林鉄道の遺稿ガイドや、ゆずの収穫体験な

ど、観光客に馬路村を案内する「村の案内人クラブ」

の会長を務める。



Kochi 森の県民座談会 主な意見（森林環境税の使い道アイデア）

１ 現在の事業で対応できる（している）もの

（１）森林環境学習

○ 子どもたちが林業に触れる機会の創出（学校林の活用）

○ 子どもを対象とした座談会（ワークショップ）

○ 子どもが森林環境税について知る機会の創出

⇒【県税】山の学習支援事業、森林環境情報誌等作成事業〈林業環境政策課〉

森林活用指導者育成事業〈生涯学習課〉

○ 森林について大人が学べる講座

⇒【県税以外】林業大学校（短期課程）

（２）普及啓発、広報

○ 幼稚園や保育所の緑化、植樹などの体験活動

⇒【県税】緑化促進事業、こうち山の日推進事業〈林業環境政策課〉

⇒【参考】苗木支援事業（緑の募金）

○ 山へ興味を持ってもらうための「食（特用林産など）」に関わる体験・イベント

⇒【県税】こうち山の日推進事業〈林業環境政策課〉

○ SNS での発信・取組の見える化、YouTuber・芸能人とのコラボ

○ 森林環境保全活動を一元化した（プッシュ型の）情報発信ツール

⇒【県税】森林環境情報誌等作成事業、森林環境学習等推進事業、

ホームページ保守運用委託料〈林業環境政策課〉

（３）ボランティア支援

○ ボランティアに参加する交通費や宿泊費、装備のレンタルへの支援

○ 間伐や森づくり、里山の手入れ等

⇒【県税】森林環境学習等推進事業（指導者賃金、借上料、消耗品費、保険料、保護具購入支援等）、

森林・山村多面的機能発揮対策交付金（人件費、燃油代、保険料、消耗品費等）

〈林業環境政策課〉

⇒【参考】緑の公募事業（公共施設を宿舎として借り上げる費用、交通費、資材費、運搬費、事務費等）

（４）木材利用

○ 県産材を活用した一般住宅のリフォーム・空き家のリノベーション・建具への補助、県産材と外国産材との

差額への補助

⇒【県税以外】こうち木の住まいづくり助成事業（一部対応）〈木材産業振興課〉

○ 木の遊具の設置、学校において県産材の机や椅子などを活用

⇒【県税】木の香るまちづくり推進事業〈木材産業振興課〉

○ バイオマスエネルギーの活用

⇒【県税以外】木質資源利用促進事業〈木材産業振興課〉

（５）鳥獣対策

○ 新規狩猟者が参入しやすい環境づくり、狩猟免許取得に対する支援、狩猟の後継者育成への支援

⇒【県税以外】新規狩猟者確保事業、捕獲技術講習委託、狩猟の魅力発信事業〈鳥獣対策課〉

（６）担い手対策

○ 林業就業者を増やすための研修

○ 林業事業体への就職に対する支援

○ 移住者が林業を担うための支援

⇒【譲与税】高校生後継者育成事業〈高等学校課〉

⇒【県税以外】林業研修支援事業、林業労働力確保支援センター事業、

小規模林業推進事業〈森づくり推進課〉

林業大学校での各種研修

⇒【参考】市町村主体の地域おこし協力隊

○ 林業就業者の処遇改善、林業の職場の魅力づくり

○ 女性が林業で活躍できる環境の整備（デジタル化、機械化）

⇒【譲与税】林業労働環境改善事業、スマート林業支援事業、高性能林業機械等整備事業

⇒【県税以外】林業労働安全衛生対策事業〈森づくり推進課〉

（７）森林整備

○ 間伐等の森林整備への支援、再造林への支援

⇒【譲与税】森林資源循環利用促進事業、森林吸収源整備支援事業、

公益林保全整備事業〈木材増産推進課〉

⇒【県税以外】造林事業、木材安定供給推進事業〈木材増産推進課〉

○ 林業事業体への設備投資への支援、林道の整備

⇒【県税以外】原木増産推進事業、高性能林業機械等整備事業、作業道整備事業、

木材安定供給推進事業〈木材増産推進課〉、林道開設事業〈治山林道課〉

○ 境界の明確化

⇒【県税以外】森林整備地域活動支援交付金〈森づくり推進課〉

⇒【参考】市町村が実施する森林経営管理制度における取組、国土調査

２ 新たに予算要求しているもの

○ 学校林の活用

⇒【県税】高校生森林環境理解事業〈高等学校課〉

○ 伐採後の天然林、混交林化

⇒【譲与税】多様な森づくり事業（林業適地以外での間伐により混交林に誘導）〈木材増産推進課〉

○ 通信インフラの充実（スターリンクの導入）

⇒【譲与税】スマート林業支援事業〈森づくり推進課〉

３ その他の意見

○ 森林保全ボランティア活動の SNS 発信への支援

○ 林業の中でハードルの低い仕事をアルバイトや副業でできる仕組みづくり

○ 森林公園等にセラピーロードを整備する

○ 給食でのジビエ提供

○ 日常生活で使える木製品（お箸、鉛筆等）の配布、量販店への木製品紹介コーナー設置 など

凡例…「⇒」：対応する事業 【県税】：県の森林環境税を財源とした事業 【譲与税】：県に配分された国の森林環境譲与税を財源とした事業

【県税以外】：森林環境税、森林環境譲与税以外を財源とした事業 【参考】：県以外の取組

資料４（別紙）


